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弊社は、コントロール・データ コーポレーション（CONTROL DATA CORPORATION）の日本法人である『日本シーディーシー株式会社』の、保守サー

ビス部門であった「エンジニアリング・サービス部」の保守サービス事業を譲り受け、同社全面支援のもと、すべてのメーカとすべての装置を対象とした

サードパーティ・メンテナンス・サービスの会社として、１９８８年８月３１日独立し発足致しました。 

日本ＣＤＣ は、コンピュータとＨＤＤ事業の撤退にあたり、お客さまを救済すると云う考えから、メンテナンス部門に所属していたエンジニアの独

立支援を行い、株式会社ワークマンシップ設立に合わせ、全保守事業を弊社に委任されました。 

 

ＣＤＣ からの Takeoff：離陸 

 弊社は、Control Data Corporation（ＣＤＣ：本社 米国ミネアポリス）が１９８８年春にＨＤＤ Div.の売却（Imprimis 社へ移行後）やその他ビジネスの閉

鎖を打ち出し、ＥＴＡスーパコンピュータビジネスまでも閉鎖し、すべての社員解雇などが明るみになった時、社員であった現社長が ＣＤＣ Ｊapan（日本

シーディーシー株式会社）と交渉の末、ビジネスを買い取ってスタートしました。 

当時の ＣＤＣＪ （日本シーディーシー株式会社）社長が、ＣＤＣ の製品を使用されているお客様を惑わせないことを第一に決断され、同社の全面支援

を受けて、北は旭川から南は鹿児島・沖縄まで点在している装置のオンサイトサポートを、１９８８年８月３１日から開始しました。まだバブル景気の最中

で、しかも貸し事務所は山手線の内側では数万円／坪以上で、当初は ＣＤＣ の高島平工場の一角を間借りしてのスタートでした。これは本社を広島

に置くことを決断した理由の１つでもあります。 

 当時、同社エンジニアリング・サービス部の一技術者でありましたが、現場を多く経験して“メーカからサポートを受けられなくなり、止むにやまれず設

備・装置などを廃棄する”という声が多い中、永年考えた上での起業は、“お客様が廃棄するまでサポートを継続する”ことを主な目的とする修理会社で

した。３ｒｄパーティ・メンテナンスとはいえ、当初は殆どがＣＤＣ製品のみでしたが、やがて少しずつ他社製品にも広がりを見せてまいりました。コスト削減

の対策は、修理後のリコールを無くすことで解決出来ると予想し、壊れないための“予防保守”を最重点課題とし、常に質の高い修理を目標に取り組ん

できました。修理の完遂や修理後の安定性能など、お客様に喜んでいただくことでの達成感と満足感は何物にもかえがたいものがあります。 

Ｔｒaｎｓｉｔｉｏｎ：変遷 

コントロール・データ・コーポレーション（略ＣＤＣ）は、STAR,CYBER205,ETA10 などのスーパーコンピューターから汎用コンピュータ（3000Series、

6000Series、Cyber73X、Cyber17X）まで、特にアプリケーションソフトウェアを含め科学技術用のコンピュータのメーカーとして、ＣＤＣからスピンアウトした

クレイ（ＣＲＡＹ）と共に、コンピュータ，ＨＤＤ及び関連装置の技術など、一時代を築きました。 

その他、磁気テープ装置、磁気ディスク装置、プリンター等あらゆる機器の総合メーカーでもありましたが、ダウンサイジングの影響により、光ディスク

部門はフィリップスから Plasmon へ、磁気ディスク部門はインプリミスとして 1988 年分離、その分離した子会社を 1989 年シーゲイトへとそれぞれ売却さ

れ、ＣＤＣ は ControlDataSyｓtems 社（のちにＢＴ社に売却）と Seridian 社に分割されました。これによって、ＣＤＣ はスーパーコンピュータ、ハードディス

クなどすべてから 1989年に完全に撤退いたしました。 

大型コンピュータメーカの競争で、ＩＢＭ社に対抗して BUNCH（Ｂurroughs,UNIVAC（現 UNISYS），ＮＣＲ,ＣＤＣ,Honeywell）連合を組んだこともありました

が、今ではＣｈｉｐ製造会社がコンピュータメーカになるなど、すっかり様変わりしました。 

ControlDataSystems,Seridian,Ontrack,RaidionSystems 社などを含め、名前は変わりましたがシーディーシー時代の製品、技術は、今なお高速大容量と

して生き続けております。 

あらゆる技術は突然生まれるものではなく、着々と積み重ねられて今日が築かれており、今日の技術もやがては過去のものとなってゆきます。これら

技術の歴史を学ぶ事も重要なことで、古いものを理解して新しいものを修理することで原理や進化が判り、問題の発生予想も可能となります。この進化

とは、高速化、大容量化、小型化であり、製品を作る製造・検査装置の精密化によって生まれます。 

Ｓｔｒａｔeｇｙ：計画 

 手間のかかるMaintenanceという Businessを主体として、システムの Aｄｄ-Oｎや Integrationの製品販売を、安全に且つ長期に運用を希望するお客さ

まに対して行います。チェンジニアではなく、エンジニアを養成しながらの遅々とした一歩一歩は止むを得ない所です。製造や修理など、製品の質はそ

れに関わる人間の質に依存するところが大なるが故、全てにおいて手間がかかるものです。現在においてはあらゆるところでＣｏｓｔや価格が優先されて

いる結果、さまざまな問題でＴｏｐが頭を下げることにつながっていると思われます。結局、高価なＣｏｓｔとなり、会社が危うき事態となります。 

株式会社 ワークマンシップ 
１９８８年８月、日本 CDC株式会社（Control Data Corp.Japan）から国内で唯一、正式に CDC 製品の保守を委任されました 
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Ascending：上昇 

１．修理・保守サービス：メーカーの技術及び技術情報を基に、あらゆるメ－カ－のコンピューターのみならず、磁気ディスク,磁気テープ,プリンター等

各種装置の修理、保守サービス等のメンテナンス業務を事業の１つの柱とし、サービスメニュはお客様の要求の都度、見直しと追加がなされております。

その結果、お問い合わせ数と取り扱い品種の増大を続けております。弊社の持つ技術情報や海外の部品調達先が増え、以前にも増してお客様に満足

して頂けると確信しております。 

この保守サービスは、お客様の装置が廃棄されるまで継続するという堅い信念で今日までサービスを続けており、お客さまの救済は弊社の一番の理

念で、会社を大きくすることを目指しておらず、サポートや製品の品質を高めることを最大のテーマとしております。 

 永年の経験を十分に生かした、プロフェッショナルの技術集団が、我が社の中核を成しこの分野での高度な技術と知識に関しては、国内でも多くのユ

ーザーから、極めて信頼性の高い保守サービスであると評価を得ております。 

製品の質はすなわち、それを取り扱う人間の質であることから、技術力のレベルと情報及び知識に関する高度な水準及び、高いモラルに重点を置き、

技術及び良識人としての育成に力を注ぐことが最大の要素と考えており、世間で問題になるケースなどを事例に上げ、今後も業務の拡大及び品質、技

術とサービスの向上および技術的諸問題の解決に努めて参ります。 

各種ワークステーションに使われている NVRAM を、10年先あるいはそれ以上の年月サポート可能になっております。 

 

２．販売サービス：営業部門では、製造中止となりサポートを受けられなくなった（ＥＯＬ／ＥＯＳＬ）コンピュータや周辺装置、保守部品、メディア、消耗

品など、他から入手が困難となったコンピュータ（Workstation,PC,Single Board）や種々の装置、及びそれらの部品の調達を米国に点在する代理店のネ

ットワークを経由し、良い物を長期に、安価で、早く供給しています。これらは、お客様の”ネック”こそビジネスという考えから営業部門にて調査・販売し

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弊社では、Workstation、PCその他の関連機器を長くご使用可能にするため、さまざまな処方を 

施しております。例えば、 

・装置内の FANを汎用代替、風量の大きなものへと交換、あるいは Bearing交換にて対処。 

・寿命に限りある液体・固体電解コンデンサを長寿命で最高動作温度が高いもの、場合によって

は耐圧の高いものへ交換。 

・過去の履歴により、FCO/ECOの導入にて改善策を施す。過去の履歴は、顧客、装置や Partsで管

理し、履歴によって修理の処方や使用される Partsを最良にすべく努力しております。 

・代替同等 computerの組み上げ・お貸出しによってお客様の設備機器の延命を図っております。 

・NVRAMや RTCなど、10年ほどの寿命で製造中止となった CHIPの代替・改造などによって機器の

延命を施しております。 

 

修理は少量・多品種であるがため、Engineer は Changeneer ではなく、さまざまな手法で Recover

の努力をいたします。 

 

 

株式会社ワークマンシップでは、お客様の需要に添った、サービスの提供が可能です。 

弊社の業務は華やかではありませんが、今後もお客様のご要望にお応えできるよう、“コンピュー

タ分野での駆込寺”となるべくさまざまな情報収集を行い、更に幅広い体制作りを目指し、保守業

務の拡張及び技術、品質とサービスの向上に努めて参ります。 

  



Rev.E SEP/2022 10ProfileJapanese        3/9               https://www.workmanship.com 

                                                                       email: sales@workmanship.com  

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＮＰ： Planning the Next Products （新規保守契約や顧客の開発・開拓、調達品調査、品質管理、一般教育） 

Technical Support ＆ Education （技術支援・技術教育） 

営業課/ＷＤＣ： Workmanship Distribution Center （O/H済製品や部品販売、在庫管理、製品や部品の調達と社内への供給、輸出入、 

Ｋａｒｔｅによる装置情報の管理など） 

 

HIRMSCおよび TOKMSCでは、お客様と communication を取りながら不良個所の特定、修理・保守、製品および部品検査、出荷などを進めます。 

修理品の入荷受付から出荷まで、各 MSCの staffが責任をもって行います。 

HIRMSC: Hiroshima Maintenance Service Center  

TOKMSC: Tokyo Maintenance Service Center 

 

お客様の装置・機器は Model名と Serialにより、使用されている部品の構成や部品番号、ＮＶＲＡＭ値、故障と修理の履歴など、Karte と共に保存管理 

しております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計監査 

メンテナンス・サービス部 

代表取締役社長 社外取締役・顧問 

Eastern Region 

東地区保守担当 

Western Region
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TOKMSC 
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【会社履歴 History】 

第１期 ８／３１／８８～７／３１／８９ 

 

 

第２期 ８／３１／８９～７／３１／９０ 

第３期 ８／１／９０～７／３１／９１ 

 

第４期 ８／１／９１～７／３１／９２ 

     販売を主に Shift 

第５期 ８／１／９２～７／３１／９３ 

第６期 ８／１／９３～７／３１／９４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７期 ８／１／９４～７／３１／９５ 

     販売が売上全体の６０％ 

 

 

 

第８期 ８／１／９５～７／３１／９６ 

第９期 ８／１／９６～７／３１／９７ 

 

 

第１０期 ８／１／９７～７／３１／９８ 

 

 

 

第1 1期 ８／１／９８～７／３１／９９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１２期 ８／１／９９～７／３１／Ｙ２Ｋ 

 

  

 

Annual Report/年次報告書          1/3 

ＩＲ(Investers Relations)       
＝日本シーディーシー（株）の全面バックアップを得て、ＣＤＣ社製品の保守を開始。 

主に１４インチのリムーバブルディスクと OpenReelテープ装置。ＣＤＣ社製５.２５，８，９ 

インチドライブも追加。設立が８／３１のため、第１期は１１ヶ月＋１日で決算。 

＝ 

＝第１，２期の継続と人員増による保守のマーケット拡大戦略。１～３期までは旧製品の保

守が引き続き多い。 

＝ＣＤＣを始め、旧製品の保守が減少。ミラーサブシテムの製品組上販売開始。                              

Micropolis社の代理店としてＨＤＤを販売開始。ＵＮＩＸマガジンにてセールス 

＝１ペアのＳＣＳＩ ＨDD 最大１ＧＢ Ｍｉｒｒｏｒ装置モデルＭ の販売を企画 

＝１ＧＢ ＨＤＤ１台が$1,000超の価格の時代でのミラーＭＸを販売。７ペアまでサポート。 

1,000万から 4,000万に資本増資(1993年 12月)。 主たる増資理由：弊社は新たなる製品

の販売拡張に当たり、必ず事前評価機の購入と十分な精査を行い、将来にわたってサポ

ートが可能あるいは代替が可能なもののみ“GO”サインを出しております。代替品も併せ

て購入、評価あるいは販売に能わずなどで在庫費用がかさみ、検査に必要な機器、ソフト

ウエア、部品などを取りそろえるため、常に費用が必要になります。 

販売以外でも新たな製品の保守のための投資、これは計測器、Tester、部品、予備装

置などへの新規投資が急激に必要になりました。増資分のほとんどが機器や在庫になっ

ております。 

＝Micropolis社のレイド RAIDION LTXを販売開始 

富士ゼロックス社 EDMICS 部門でミラーMX､RAIDION の販売を委託。Micropolis 社

5.25”HDDモデル 1991のメディアエラー多発。メディア不良は 9GB中 8GB以降に多発、モ

デル 3991NT ３．５“へ弊社負担でリコール 

広島では、10/2/94から始まったアジア大会による経済効果を期待されたが全く効果なし。 

＝ 

＝９６／１２月発売の Micropolis Tomahawk 4345/3391 ３．５“HDDの不良率が大。 

 1991のリコール代替品3391NT（Tomahawk3391）も不良多発。９７／２月 日本Micropolis

事務所を３日間で閉鎖に立ち会い。 

＝６月ビッグサイト データウエアハウス‘98に 2ブース出展。 

９７／１２月 Micropolis 社倒産。発売開始からこの症状があったが、検査してパスしたもの

のみ出荷。しかし、LOT ９７年５月製造品からパスしないものまで出荷し、１２月に世界中

の事務所を同時閉鎖。弊社社長はＭｉｎｎｅａｐｏｌｉｓのＭ製品 Distributer社に滞在中に知る。 

＝９８／８月弊社はMicropolis社 Tomahawk4.3GB及び 9.1GBはレイドに使用不適と判断。 

故障内容と行動から判断すると、Ｍ社は同トラブルにより意図的倒産が明白。レイドはす

べてオンサイトで Seagateに交換。 

（しかし弊社検査担当者たちの無・低能力によって、出荷されてしまった責任は大きく、リ 

コール開始するとともに理念にそぐわない社員たちとの雇用契約解除。弊社は製品と修理

の品質のため、常に人選を行っています。太平洋戦争時、Midway 海戦で失った１番大切

なのは大型空母５隻ですか？いいえ、着艦出来ずに亡くなった鍛えられた多くの優秀な

Pilotと乗組員達です。物は再度作れますが、優秀な人材を作るには良い素材と永い訓練・

教育が必要です。弊社は当初から、雇用契約はフリーエージェントの資格が権利として社

員側にあり、会社側には自由契約の権利があるとの条件で雇用契約を締結し、権利と義

務を明確にしております。社内での情報公開も明確に行っております） 

１９９９年４月より退職金制度の改定。それまでの退職金をすべて支払い、以降退職金 

前払い制度として４月から隔月に支払われるため、将来に清算なし。職能力に応じて加算

されて行く仕組。支払い累計を給与明細に明示。 

＝市場は廉価ＡＴＡ HDDのレイド品が主流でＳＣＳＩレイドの販売不振。リコール終息。 
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第１３期 ８／１／Ｙ２Ｋ～７／３１／２００１ 

第１４期  ８／１／０１～７／３１／２００２ 

第１５期  ８／１／０２～７／３１／２００３ 

 

 

 

第1 6期  ８／１／０３～７／３１／２００４ 

       修理・保守重視へ軌道再修正 

      子会社（有）コントロール・ウエアを統合 

 

 

 

 

 

第１７期  ８／１／０４～７／３１／２００５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1８期  ８／１／０５～７／３１／２００６ 

 

 

 

 

第１９期 ８／１／０６～７／３１／２００７ 

 

 

第２０期 ８／１／０７～７／３１／２００８ 

 

 

第２１期 ８／１／０８～７／３１／２００９                

                          2/3 
 
＝ 

＝Feb./2002、TOKMSCは蔵前から浅草橋へ移転。 

＝０３/１月、広島、富士ゼロックス社とジョイントで展示会。 

9 月、大阪インテックスと 10 月、東京ビッグサイトでの中小企業庁主催のベンチャフェアに

出展。11月、広島中小企業会館にて販売製品と保守サービスについて展示説明会 

ＡＶ用レイド、高品質なリダンダントレイドなど新発売。長期サポートを付加。                           

保守の長期サポートと、製品・部品など調達の巾を拡大。 

＝04/1、ホームページ内容を修理・EOSL 製品のサポートへと全面書き換えて再スタート。

調達品種はさらにさらに拡大。長期使用をサポートするために、弊社はレガシー製品や部

品のサポート・修理、調達をメインにするよう軌道修正。 

弊社が販売したレイドでは、７年経過してもサポートが継続されております。300MB、

ST506,ESDIあるいは１４インチのドライブなど、どこでサポートしていますか？ 

ニッチなマーケットで仕事をしながら、より良い質の修理サービスおよび部品・製品を納入

すべく、技術者が深く広いレベルに到達するよう、ゴミの３Ｒを念頭に、情報の開示はすば

やくなどを心がけております。 

製品、サービスの質はそれに関わる人間の質そのものですから、質を高く維持するにはま

ず人の質を高めることが一番重要と常に考えております。 

＝10/2004 東京ビッグサイトにて産業交流展に出展。テーマは Legacy製品の保守サービ

スが必要なお客さまを開拓。旧製品を展示しましたが、昔を知る多くの方々の驚きを目に

いたしました。若い方からは 14 インチ HDD（CDC XMD）を見て“最新の HDD ですか？”と

の声も。 

１７期はＥＯＳＬのＨｅｗｌｅｔｔｅ Ｐａｃｋａｒｄ（HP）社、ＳunMicrosystems 社、DEC、ＩＢＭ製品

のＷｏｒｋｓｔａｔｉｏｎ本体および周辺機器の修理、調達が増加。 

ＰＣではＩＢＭ ＰC、ＤＥＬＬ,ＮＥＣ ＰＣ－９８０１、9881Ｎ，9811Ｌなどの調達あり。 

ＨＰ社の 14 インチＤｉｓｋＤｒｉｖｅ 7906Ｂ/Ｄ/Ｈなどを新たに保守メニュに追加。オーバーホー

ルなどを含め TOKMSCでの作業準備。DLT、4/8ｍｍTape装置の修理が増加 

販売は、ＳＣＳＩ/ＡＴＡ ＲＡＩＤ機種を縮小。ＳＣＳＩ/ＳＣＳＩ ＲＡＩＤ機種も統合整理。 

レイドレベル５からレイド 1への製品に Sｈｉｆｔ。 

２００５年４月からの個人情報保護法施行にあわせ、社員と会社間での新たな契約締

結。従来の入社時における誓約書は、民法上の時効による失効から効力を無くすため、規

則、法の遵守義務などを定めた契約締結と、契約更新を一定期間毎あるいは法改正ごと

に行う様に改定。 

＝10/2005 前期同様、東京ビッグサイトにて産業交流展に出展。 

テーマは“Legacy製品の保守サービスが必要なお客さまの開拓”。 

Web からの問い合わせが増加。メーカのサポート終了製品(EOL/EOSL)の保守・調達に

全力を注ぎ、保守に専念。FDD Tester導入。PSE法用検査機器導入準備。 

4/2006 高年齢者雇用安定法改正に伴い、就業規則で継続雇用を 65 歳までに修正。HP

社 14 インチ HDD 7906の修理依頼が増加。 

＝前期同様の保守を継続。システムインテグレーションや、フォルトトレーラント性の向上な

どの保守および装置販売、ADD-ONを Offer。Ｔａｐｅ装置の修理は微増でも AutoLoaderは

増加傾向にある。ＳＵＮ workstation（ＳＵＮ３からＵｌｔｒａ）のＮＶＲＡＭ作成、本体修理など

が拡大。 

＝Legacy 製品の保守・部品調達への業務割合がほぼ１００％に傾倒する予定。新製品販

売を縮小。10/2007 東京ビッグサイトにて産業交流展に出展。NVRAM の入手は新らしい

DateCode、高品質、短納期の販売元と Tｉｅｕｐ。TＯＫＭＳＣ増員の必要にて人員募集。 

＝ＨＩＲＭＳＣも人員募集。ＨＰ社の 14 インチ HDD 7906Ｂ/Ｄ/Ｈなどのサポート終了。 

100 年に一度の世界不況、Reduce-Reuse-Recycle の環境に合わせ、修理サービスの拡

充のための人員増を実施。修理などの需要は増加。 
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＝コンピュータ各社の EOSL 製品に的を絞り、保守と既存設備への Fault 

tolerancy、Renewal、インテグレーションなどで延命と故障による停止の回避な

どを奨めます。今 22期末を最後に、新規の RAIDサブシステムや PC Serverなど

の販売はすべて中止いたしました。そのため、Warranty の残っているものを除

き、販売の製品在庫品の大量廃棄を行いました。 

＝弊社東京/TOKMSCの人員拡充を行いました。その結果、ＨＰ社製 EOSLedの製

品修理の巾が広がり、納期の短縮が可能となりました。 

＝手狭となった東京事務所移転を 7/21,22で行い、7/23より新住所で営業開始。

HDD copy 装置の販売を 2012 年中に開始予定。今期も販売用の在庫の廃棄と

14inch/8inch/9inch Disk（CDC）、Open Reel tape drive の partsや boardを廃

棄。 

＝今期は top として区切りの期との位置づけで、これからの 10 年の方向付をし

ます。Printerのサポート終了。 

＝TOKMSC、HIRMSCの増員が急務でしたが適わず。消費増税の影響少。 

 

＝今２７期はＣＤＣ社と Fujitsu社製８，９，１４インチの Disk装置及び Parts

を廃棄。９インチはＨＰ、14 インチでは 9762/SMD80（CDC）と HP7906 を引き続

きサポート中。今期も TOKMSC、HIRMSCの増員が適わず。 

＝東京の増員が急務でしたがかなわず。 

＝TOKMSCの人的投資を継続。HIRMSCの増員もかなわず。Bubbleと労働者減が深

刻。 

＝様々なものに challenge、周り道をしながら３０周年。今期から販売、修理の

保証期間の変更。HIRMSCの増員を行いました。 

＝増員済。昨年６月の米中貿易戦争の影響を少なからず受けたか。 

＝保証期間を延長。２０２０年１月からの CORONAVIRUS蔓延によって落ち込む。 

＝CORONAVIRUS蔓延により経済停滞の影響があり、落ち込み大。 

＝CORONAVIRUS変異株の蔓延下,業績に若干の改善がみられた。 

 

 

 

 

第２２期 ８／１／０９～７／３１／２０１０ 

 

 

 

 

第２３期 ８／１／１０～７／３１／２０１１ 

 

第２４期 ８／１／１１～７／３１／２０１２ 

 

 

 

第２５期 ８／１／１２～７／３１／２０１３ 

 

第２６期 ８／１／１３～７／３１／２０１４ 

 

第２７期 ８／１／１４～７／３１／２０１５ 

 

 

第２８期 ８／１／１５～７／３１／２０１６ 

第２９期 ８／１／１６～７／３１／２０１７ 

 

第３０期 ８／１／１７～７／３１／２０１８ 

 

第３1期 ８／１／１８～７／３１／２０１９ 

第３２期 ８／１／１９～７／３１／２０２０ 

第３３期 ８／１／２０～７／３１／２０２１ 

第３４期 ８／１／２１～７／３１／２０２２ 

第３５期 ８／１／２２～７／３１／２０２３ 
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＊＊＊＊＊＊＊ 株式会社ワークマンシップの主な事業内容 ＊＊＊＊＊＊＊ 

コンピュータや周辺機器など、メーカが取扱いを中止したもの等を主に取扱います 

◆ 米国製コンピュータ保守用部品 

◆ Workstations UNIX（ SUN ，SGI ，IBM ，HP , DEC , DELL ） 

◆ ＲＡＩＤサブシステム（組み立て、オーダーメイド） 

◆ ＲＡＩＤ用、外付用 ＨＤＤ 

◆ ターミナル（ DEC , IBM , TELEVIDEO , Wyse 他） 

◆ 大型ディスク装置及び部品(HP) 

◆ 小型ディスク装置(Seagate,MAXTOR,IBM,Hitachi他) 

◆ エンクロージャ（筐体）ＨＤＤ用，Ｔａｐｅ装置用 

◆ その他ディスク装置（米国製 SCSI,ST412/506,SMD,ESDI,HP-IB） 

◆ 3.5”,5.25”ディスク装置の筐体及び電源： 

◆ ホストアダプタ（ＡＤＡＰＴＥＣ，ＱＬＯＧＩＣ） 

◆ リムーバブルトレイ、レシーバー 

◆ ディスク用ケーブル・取付金具・付属品 

◆ 電源（単体、レイド用）Zippy,SkynetElec他 

◆ ＷＯＲＫＳＴＡＴＩＯＮ，ＰＣ用Ｍｅｍｏｒｙ 

◆ ＤＬＴ，ＬＴＯドライブ、オートローダとバックアップソフト 

◆ １／４（QIC）インチ・カートリッジ 

◆ ８ｍｍ・Exabyte，ＡＩＴ 

◆ ４ｍｍ（ＤＡＴ）ＤＤＳ 

◆ テープメディア(1/4（QIC）ｲﾝﾁ,8mm,4mm,DLT,LTO) 

◆ テープクリーナ装置 

◆ フロッピー（Floppy Disc）ドライブ（5.25/3.5インチ） 

◆ Network関連製品(Cisco,3COM,ADC/Kentrox,Alcatel/Xylan,Ascend/ 

Lucent,Avaya,Baynetworks/Nortel,Cabletron/Enterasys,Digital, 

Digital Link,XylogicsExtreme Networks,Fore/Marconi,Foundry, 

IBM,Intel,Juniper Networks,Larscom,NBASE,Olicom,) 

 大容量 ATA(IDE)HDDを認識しない MotherBoard用 HDD 

◆ UNIXコンピュータシステム/SUN,HP,IBM/RS6000,DEC Alpha他 

◆ SUN/SGI/PC/RAID NVRAMの再作成 

◆ 無停止型（ﾉﾝｽﾄｯﾌﾟ）コンピュータ 

◆ 各社 RAIDサブシステム及びディスク装置 

◆ CDC(CONTROL DATA,MPI)製 3.5”,5.25”ディスク装置 

◆ SEAGATE/Maxtor/Conner製ディスク装置 

◆ HITACHI/FUJITSU/IBM製ディスク装置 

◆ HewlettPackard(HP),DEC製ディスク装置（MAC,HP-IB） 

◆その他ディスク装置(米国製全製品)：2.5,3.5～5.25inch/ 

 Interface：ST506/412,ESDI,ATA,SCSI,FC 

◆ ターミナル（DEC,IBM,TELEVIDEO,Wyse,Qume 他） 

◆ テープ装置及び部品（HP,IBM,Quanum,Exabyte,WangDat, 

TandbergDatar） 

◆ DLT,SDLT,LTOオートローダ及びドライブ 

◆ 1/4インチ・カートリッジ（QIC） 

◆ 8mm・Exabyte,AIT 

◆ 4mm(DAT)ＤＤＳ 

◆ フロッピー (Floppy）5.25/3.5 インチ 

◆ シングル･エンディッド(SE)のＨＤＤ 

◆ NARROW(50PIN)/WIDE(68PIN)/SCA（80PIN）、IDE/PATA、SATA・SAS 

などの Serial I/F、FC/FibreChanel 

◆ Network関連製品(同左) 

◆ SCSI HDDの容量変更：76/146GBなどを数十 MB～1GB,2GB,4GB,9GB, 

18GB,36GBあるいはそれ以外の容量へ変更。 

容量は 1Block（セクタ）単位でお客様のご希望値に設定致します。

付録の容量をご参照ください 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆ 入手が困難と思われる電子機器部品・製品・メディア・工具の調査・調達・入手及び保守を承ります。 

◆ 弊社の販売した製品については、全製品について保証・修理に責任をもって行います。 

修理の納期については機種により、多少の差が生じます。 

◆ 製品・装置は世に出たときが最高のものではなく、さまざまな改善・改良・アフタケアを必要とし、手を加えるこ

とで延命を図ることが出来ます。 

◆ 米国製コンピュータ及び関連製品部品の調達は、可能な限り調査し、入手致しますので、諦めずに 

弊社営業課宛に連絡頂きたいと存じます。 

 

 

 

１．販売 ２．保守 

お問い合わせ先：株式会社ワークマンシップ          https://www.workmanship.com  

本社営業 sales@workmanship.com 及び 広島ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・ｻｰﾋﾞｽ・ｾﾝﾀ hirmsc@workmanship.com  

〒731-5133 広島市佐伯区旭園 3-33 アルティメイト building五日市駅前３F  TEL(082)924-4044 / FAX(082）924-4144  

東京ﾒﾝﾃﾅﾝｽ・ｻｰﾋﾞｽ・ｾﾝﾀ tokmsc@workmanship.com  

〒101-0032 東京都千代田区岩本町 3-2-1 共同ビル（新岩本町）３F    TEL(03)5687-5910 / FAX(03)5687-5965 

mailto:hirmsc@workmanship.com
mailto:tokmsc@workmanship.com
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会  社  名          株式会社 ワークマンシップ 

（英文名）      ＷＯＲＫＭＡＮＳＨＩＰ Ｃo.,Ｌtd． 

             https://www.workmanship.com 

所  在  地     本 社  広島市佐伯区旭園３番３３号  

アルティメイト building五日市駅前３Ｆ（〒731-5133） 

 電 話：０８２－９２４－４０４４（代表） 

 ＦＡＸ：０８２－９２４－４１４４ 

                     email:ws@workmanship.com 

 営  業  広島市佐伯区旭園３番３３号  

アルティメイト building五日市駅前３Ｆ（〒731-5133） 

 住所・電話・FAXは本社と同じ 

                     email:sales@workmanship.com 

事業所 ／広島メンテナンスサービスセンター（ＨＩＲＭＳＣ） 

                     住所・電話・FAXは本社と同じ 

email：hirmsc@workmanship.com 

  ／東京メンテナンスサービスセンター（ＴＯＫＭＳＣ） 

                   ２０１２年７月２３日より新住所  

 東京都千代田区岩本町三丁目２番１号  

共同ビル（新岩本町）３Ｆ(〒101-0032) 

電 話：０３－５６８７－５９１０ 

 ＦＡＸ：０３－５６８７－５９６５ 

                        email：tokmsc@workmanship.com 

 

 設     立       １９８８年８月３１日 

             設立にあたって、日本ＣＤＣ株式会社よりＣＤＣ（Control Data Corp.）社 

の装置すべてとコンピュータの保守について正式に委任を受けました。 

               

 資  本  金      ４，０００万（払込） 

 

 代表取締役社長 遠 藤 英 明 

 

 取 引 銀 行     みずほ銀行  三菱ＵＦＪ銀行  もみじ銀行  広島銀行  広島信用金庫 

                 

 ＰＬ保険        ＡＩＵ/ 加入金額 ３００,０００,０００円 

 

 日本輸出入者コード Ｐ００１ＨＫ５１００００ （2018/10より 12桁） 

 

 

 

概 要 
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■本 社 ／ 営業所 ：sales@workmanship.com 

■広島メンテナンスサービスセンター ： hirmsc@workmanship.com 

〒731-5133 広島市佐伯区旭園３番３３号 アルティメイト building五日市駅前３階 

 電 話 ： (082)924-4044 FAX： (082)924-4144 

  

〒101-0032 東京都千代田区岩本町三丁目２番１号 共同ビル３階 

番 ３ ３ 号  清 水 ビ ル ３ 階 

 

電 話 ： (03)5687-5910 FAX： (03)5687-5965 

宮
島
・
岩
国
方
面 

広
島
方
面 

JR山陽本線 

広島電鉄宮島線 

■ガスト 

国道２号線 

 

アオキ ■ 

五日市 

広電五日市 
南口 

■ファイブスター 

■吉見園郵便局 

ロータリー 

■
山
根
歯
科 

㈱ワークマンシップ 

 
(アルティメイト building 

五日市駅前３階) 

ＪＲ山陽本線 五日市駅 

広島電鉄     五日市駅 

南口より徒歩３分 

広島駅 

JR山陽本線 

ＪＲ山陽本線下り１番ホームより

五日市駅まで 5つ目/16分 

快速で１つ目 

 分 

■東京メンテナンスサービスセンター ： tokmsc@workmanship.com 

 

 

弊社は広島中心部と宮島の中間に位置しております 

Parking 8番ほか 

プロミス(1F) 

 

       

広島市内方面/ドーム 

To/From広島空港 

北口（新幹線口） 

南口 

 

岩国 錦帯橋 
呉

方

面 

-
-> 

北口 ロータリー 

 

Times 

散髪屋 


